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[目的] 
加齢に伴う筋・骨格関節などの変化にともない、高齢者の転倒は多くなり、寝たきりの原因の多く

を占めると聞き、その実際を知り高齢者の転倒予防に役立てたいと考え、本テーマを選んだ。 
 
[方法] 
関連する文献を調査する。 
 
[結果] 
日本の死因の中では、主要４死因（悪性新生物、心疾患、肺炎、脳血管疾患）に次いで老衰があ

り、第 6 位に挙げられているのが不慮の事故であり、2015 年には 38,195 人（死亡総数の３％）

が死亡している。その中では 20.4%が転倒・転落によるもので、年齢と共に増加し 75 歳以上が

5,784人と最も多くなっている１）。Laurence Z. Rubenstein は米国において自宅で暮らしている

高齢者の約 3 分の 1 は少なくとも年に１回転倒し、介護施設に暮らす高齢者では約半数が少なく

とも年に 1 回転倒している。また、転倒したことのある人は、再び転倒しやすくなるといってお

り、転倒が加齢による正常な状況ではなく原因があるので、それを知ることにより防げることを

述べている２）。 

日本における高齢者の事故は住宅において最も多い３）。自宅での転倒事故の調査が平成22年に

行われているが４）、転んだことのある高齢者は 9.5%あり、年齢と共に増え 85 歳以上では 19.4%
（約 5 人に 1 人）の割合となっている。転倒した場所については、「庭」が 36.4%、「居間・茶の

間・リビング」20.5%、「玄関・ホール・ポーチ」17.4%、「階段」13.8%、「寝室」10.3%であった。

現状では、交通事故による死亡率(人口10万対)が低下しているのに対し、2009年より転倒・転落

による死亡数が交通事故を抜いて増加をたどっているが、後期高齢者者の日常生活での転倒によ

る死亡の増加が大きな要因となっている５）。 
 また、医療・介護を要する在宅患者の転倒に関する研究６）では、重篤な怪我になった94転倒事

例から代表的な20例について、患者の転倒したときの状況、性・年齢、疾患、症状、転倒頻度、

認知能力、移動能力、介護度等に合わせて、個別に個人に対する転ばないための予防策と環境への

配慮の必要性についての詳細な記載がされていた。 
 
[考察] 



 

高齢者では、骨格・筋肉などの解剖学的な変化、生理的な機能の低下等から歩行の様式が変化

し、すり足になる、踏み出しにくくなる等で、俊敏度も低下する。このために、通常では問題と思

われない場所でつまずいたり、足を引っかけたりして転倒する。寝室の布団で骨折という事例も

存在している。 
しかし、高齢であることは事実であるが、そこに他の原因が関わることによって転倒は発生し

ている。Laurence Z. Rubensteinが述べている様に、「転倒は加齢による正常な状況ではない」と

いう事を念頭に、高齢者個人の身体的状況や、生活環境を考慮して、原因を取り除く努力が必要で

ある。言葉を変えると、「高齢者だから転倒しても仕方ない」というような発想は捨て、転倒の起

きた原因を考え、原因を予防する事が大切である。周囲の人の認識を求めると共に、高齢者自身が

転倒の原因と危険性を認識することにより、転倒の予防につながることが示されていた。 
高齢者の転倒は骨粗鬆症などの合併ために, 若い人の転倒に比べ重症化することが考えられ、大

腿骨近位部の骨折の92%では転倒が原因であり７）寝たきりの状態を作ってしまう。実際に介護が

必要になった原因の 12.1%を占める骨折・転倒８）を減らすために高齢者個人の状態と生活環境を

知り、リスクを避けることが重要である。 
 

[結論] 
 高齢者の転倒は、以後の健康状況を大きく低下させる場合が多い。それを避けるために転倒予

防は高齢者の QOL にとって重要であり、高齢者個人の心身の健康状態と身近な生活環境を考慮

した指導をする必要がある。 
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